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プおよびステップの土壌は Calcic Kastanozems および Calcic Hyposodic Kastanozems に，砂漠ステップの
土壌は Haplic Calcisols に分類された。
2）土壌の 0Be 年代の算出を行った結果，BGN，KBU，UDH，DH および BG では，それぞれ，9ky，








3CSOM 値は，C3 植物と C4 植物が混生し
た草原が供給源であることを示し，森林ステップが最も軽いδ3CSOM 値を示し，土壌有機物を供給源とする
土壌炭酸塩炭素の割合は，森林ステップで 9％，砂漠ステップで 72％となった。さらに，土壌炭酸塩の⊿
4C 値は，-776 から -463‰の範囲を示し，森林ステップの土壌炭酸塩における 4C 存在量が砂漠ステップの 2.
















土壌炭酸塩の炭素交換頻度が低いこと，および 3）土壌炭酸塩の 4C 年代から，土壌炭酸塩の炭素交換また
は蓄積が最も顕著であった期間は，モンゴル高原が最も温暖だった時期であり，古環境における植生の繁茂
や降水量の増加が深く関係していることを明らかにした点は，いずれも，新しい基礎的知見であり高く評価
できる。また，本研究で得られた研究成果は，乾燥ないし半乾燥気候下の土壌炭酸塩の集積層における炭素
動態のみならず，今後の地球温暖化にとって極めて重要な地球規模の炭素循環に関する有用な基礎的研究と
して位置づけられると判断された。論文全体の論旨も明解で，得られた結論は説得力の高いものとなってい
る。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
